
県大会、東北大会と優勝を決
め優勝する気持ちで出場し

たインターハイ。結果は 5位で昨
年のベスト 32からは順位を上げ
たものの目標には届きませんでし
た。しかし、昨年から力を入れて
いた筋力強化や全日本の強化合宿
の成果を出すことができたのだと
思います。また昨年はスペインで
開催された国際大会にも出場し、
世界の強豪選手との試合ができた
こともプレーの選択肢や視野を広
める要因になったと思います。来
年ももちろん目標はインターハイ
優勝です。優勝に向けて今できる
ことから着々と準備を進めていき
たいと思います。

高校1年生の時に自分と同じく
未経験の友達に誘われて始め

たフェンシング。1つ上の部員がい
なかったので 1 年生から大会に出
場し、インターハイ出場を決めた
県大会は今でも鮮明に覚えていま
す。そして今年、副部長として出
場した最後のインターハイ。今ま
でのどの試合よりも緊張しました
が、もっと上手くなりたいという
気持ちも同時に芽生えました。選
手としては一旦引退しましたが今
年入ってくれた１年生の部員のサ
ポートに入るため現在も部活に出
ています。来年全国募集が始まっ
たらもっと部員が増えてくれた嬉
しいです。本間陽

ひ ゅ う が

向
インターハイ 5 位入賞

田中朝
と も

陽
は る

インターハイ 3 年連続出場

小学１年生の時に川俣ジュニアフ
レンズに入団し、当時監督だっ

た父に基礎を教わりました。甲子園
は野球を始めた頃からの目標であり、
私だけはなく父にとっても憧れの場
所でした。今回、甲子園に出場する
ことが決まった際には、メッセージ
をいただいたり、実際に甲子園まで
足を運んで応援してくれる方もいて、
たくさんの人に支えられてここまで
来れたのだと感謝の気持ちを持って
試合に臨みました。兄の背中を追っ
て入部した聖光学院野球部。昨年の
秋頃からレギュラー入りし、夏は先
発で出場しました。毎日選手間でミー
ティングを行い、それぞれ案を出し
合いながらチームを作ってきたので
仲間との絆はとても強く、試合でも
その団結力が発揮できたと思います。

今
年
、
川
俣
町
出
身
の
高
校
生
た
ち
が
、
全
国
各
地
、
様
々
な
分
野
の
大
会
で

活
躍
し
ま
し
た
。
彼
ら
の
活
躍
は
私
た
ち
に
勇
気
や
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
今
月
は
は
そ
ん
な
輝
く
高
校
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
届
け
し
ま
す
。

志田隆
りゅう

之
の

助
す け

 
甲子園に先発出場、2 安打記録
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いとこに誘われて始めたフェンシングですが小学生の時はハンドボー
ルとの掛け持ちで活動していました。中学生になり、団体戦と個人

戦それぞれの良さを理解した上で自分には個人戦が合っていると思いフェ
ンシング部に入部しました。今年、初めて出場したインターハイは、全国
の厚い壁を感じる結果となりしたが、今後も自分の納得のいく結果が残せ
るまで悔いの残らないように頑張りたいです。一方で医者になるという夢
を叶えるためにフェンシングだけではなく勉学にもしっかりと時間を作っ
て励みたいと思います。

2回目の参加となる総合文化祭。今年は昨年よりも上の賞を目指し挑みました。今年私が挑戦したのは橘高校に入学する前の春休みに「この字が
書きたい！」と思っていた王鐸の作品の臨書で、自分が苦手としていたリズ
ムに乗った躍動感がある作品です。自分がずっと憧れていた書体だからこそ
思うように書けない時でも諦めずに楽しんで作品制作をすることができまし
た。今回提出した作品を書き上げるにあたり、顧問の先生はじめ、校外でも
指導したいただいた先生、家で夜遅くまで練習するときに協力してくれた家
族に大変感謝しています。

総合文化祭奨励賞受賞

齋藤きあり

インターハイ初出場

佐藤柊
しゅう

吾
ご

他の中学校では経験できないだろう
と思って中学生になってから飛び

込んだフェンシング部。最初は思うよう
に勝つことができませんでしたが、全国
レベルである同世代と研鑽を積み成長し
てきました。フェンシングは個人戦での
競技なので自分の努力の成果が目に見え
て証明できるところが魅力です。現在、
福島商業高校のフェンシング部に所属し
ていますが、経験者は私を含めて 2人し
かいません。しかし、今年は東北大会で
優勝、また昨年に引き続きインターハイ
に出場することができました。東北大会
2連覇を目指し、練習に励みたいです。

インターハイ初出場

和田大
た い

世
せ い

インターハイ 2 年連続出場

髙橋颯
さ つ き

姫

弟が先にスポ少に入ってい
て、試合を見に行ったら、

とても楽しそうだったの自分も
フェンシングを始めようと思いま
した。中学時代は全日本の練習に
参加するなど全国大会を見据えて
常に練習に取り組んできました。
私が通う橘高校には、フェンシン
グ部がなく個人戦のみでの出場に
なりますが、川俣町のスポ少内で、
種目別で専門性の高い練習を受け
ることができているので、自信を
持って全国大会に挑むことができ
ました。来年はインターハイベス
ト 4を目指して自分の弱点を克
服できるようにトレーニングに取
り組んでいきたいと思います。
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